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5. 目的

イケチョウ貝の成育不良の原因は、漁場環境の悪化に伴う餌不足と考えられるので、それに対

処するための、漁場の改良や餌料発生環境の作出技術の開発を目指す。

6.方法

水産試験場、実験池(泥池)を使用して、エ

ンピ製波板による 4mx4mの小区画を12面

設置し、魚類の放養や稲ワラ堆肥の添加等に

よる餌料の発生環境の作出方法等について検

討した。

調査は1990年4月""12月にわたり、各区画

毎の水象、水質 (12項目)や発生プランクト

ンを調べると共に、 1年貝 (BW1.1gB L、

29.8皿)各区30個体を垂下しておき、その成

長や生残について調査を実施した。

各区画毎の処理内容は次のとおりである。

忌通~竪111213141516171819110111112
無処理101
コイ放養 。。。 01 10 
小魚放養 。。1010 
ペレット給餌 。。。。。
稲ワラ添加 。。。1己|
西の湖泥添加 。0101 
ウキグサ発生 。
カナダモ発生 1 1 1 1 1 10 
地下水注入 1 1 1 1 1 10 

7.結果の概要

各区の成長結果を(表1、図 1)、最終測定時

の平均値の検定(図2)、懸濁粒子数の変化(図

3"" 5)を各々示した。

(1) 成長の良かった区(1、 3、4、6、7、

10)では、 5月17日実験開始時から約半月後

の6月4日までは、池への馴致期間であった

ためか、或は水温が比較的に低水温期 (20""

25"C)であったために成長は緩やかであった。

それ以降は、水温の上昇 (25""30"C)と共に

池内での生産が活発化したと考えられ、 7月

24日測定時までは急激な成長を示した。しか

し、 7月24日以降は成長が鈍化した。

(2)、成長の悪かった区 (2、5、8、9、12)

では7月24日までは成長の良かった区とほぼ

同様の成長傾向が見られたが、成長量は良かっ

た区の約1/2量にとどまり、その後は鈍化した。

(3)、実験の大きな特徴としては、 1区無処理区

の結果が、図2のとおり、他の良かった区と

有意な差を認めなかったことである。この原

因の一つには底泥の基礎生産力が豊富であっ

たと考えられ、また底泥と貝の成長との関わ

りの大きいことが示唆された。

位)、ペレット添加効果 (0.2%/日)、稲ワラ添加

効果 (30kg)については不明であったが、コ

イ放養区 (12尾、 3.2kg)での成長は良く小魚

区ゼゼラ、タナゴ類 (3.2kg)では悪かった。

この原因には魚による底泥の撹梓や水流効果

の強弱差によったのではないかと思われた。

(5)、水草、ウキグサ発生区での成長は悪く、そ

の原因には、栄養塩の減少や水の疎通の悪化

が考えられた。

(6)、各区のPH値は6.9""9.3の範囲で変動し平

均値は8.0であった。成長の良い区では変動幅

が小さいが悪い区では大きい傾向であった。

(7)、50μm以下の粒子数では、成長の良い区は

30万粒/cc前後、或はそれ以上を維持した区で

あった。

(8)、成長の良い区での発生プランクトンは、

Navicula.Eug，伯ω.Scenedesmus'であったが小

区画、無換水のためか量的には少なかった。

(9)、以上の結果の内、(4)の小魚区の成長が悪かっ

たことを除いて(4)、(5)、(6)、(7)はこれまでの

結果とほぼ一致した。
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8.主要成果の具体的データー

人為管理型漁場における貝の成長実験結果
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9.今後の問題点

(1) 8月以降の成長鈍化原因の究明と対策を検討することが必要である。

(2)貝の成長と底泥との関わりが大きい事から、漁場が老化、ひ弊した時の底泥の改良方法や貝の成

長を促すための、栄養塩の添加技術の開発を行うことが必要である。

10.次年度の具体的計画

各区画の経年的な生産力の推移をは握するために、本年度実験内容の一部を継続実施するとと

もに、室内的な実験系の確立を図る。
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